
評価シート　平成２６年度間

■増　加 □ 横ばい □ 減少

有効性（施策や運営方針等目的の実現に寄与しているか。）

□ 十分寄与する ■ 概ね寄与する　　 □ あまり寄与していない

経済・効率性（事務効率化・コスト縮減しているか。）

□ 十分できている ■ できている □ あまり寄与していない

目標達成度（計画どおりに目標を達成できたか。）

□ 十分できている ■ できている □ あまり寄与していない

■さらに重点化する

□　現状のまま継続する

□　見直しのうえ継続する

□　事業の縮小を検討する

□　休止・廃止を検討する

推 進 施 策 ７－１　人権教育活動事業の推進 No. 122

事 業 名 指導者の養成 担　当　課 社会教育課

平成２６年度に
おける具体的な
事業実施内容
※取り組み、実
績、成果について、
数値や金額等を用
いて具体的に記入
すること。

〈第６１回四国地区人権教育研究大会〉
　　7/10から7/11　愛媛県松山市　１１名参加
〈第６６回全国・人権同和教育研究大会〉
　　12/6から12/7　香川県高松市　３８名参加
〈北部ブロック社会人権教育・啓発研修会〉
　　3/6　　　松茂町総合会館　　４名参加

事 業 概 要 研修会への参加

阿 波 市 第 １ 次 教 育 振 興 計 画 に お け る ５ 年 間 の 実 施 目 標

Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７

実施 実施 実施 実施 実施

事 業 の 評 価

必要性（市民のニーズに変化があるか。事業を行う必要性があるか。）

□ かなり減少

□ できていない

□ できていない

□ できていない

総 合 評 価 Ｂ 優れた取り組みがいくつかあり、成果が上がっている

事業の方向性
教 育 委 員 会
評 価

多数参加出来るよう事業の推進に
努めてください。

平 成 ２ ６ 年 度 の 結 果 及 び 今 後 の 実 施 目 標

Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７

実施 実施 実施 実施 実施



評価シート　平成２６年度間

■ 増　加 □ 横ばい □ 減少

有効性（施策や運営方針等目的の実現に寄与しているか。）

□ 十分寄与する ■ 概ね寄与する　　 □ あまり寄与していない

経済・効率性（事務効率化・コスト縮減しているか。）

□ 十分できている ■ できている □ あまり寄与していない

目標達成度（計画どおりに目標を達成できたか。）

□ 十分できている ■ できている □ あまり寄与していない

■　さらに重点化する

□　現状のまま継続する

□　見直しのうえ継続する

□　事業の縮小を検討する

□　休止・廃止を検討する

推 進 施 策 ７－２　あらゆる場を通じた人権教育・啓発の推進 No. 123

事 業 名 人権啓発事業の実施 担　当　課 社会教育課

平成２６年度に
おける具体的な
事業実施内容
※取り組み、実
績、成果について、
数値や金額等を用
いて具体的に記入
すること。

〈人権啓発講座「心のリフォーム学級」〉全市民対象　 １６回実施　　　３７９名参加
〈市職員・教職員人権研修会〉　 市職員・教職員対象 　１回実施　　　２２６名参加
〈阿波市人権ふれあいフェスティバル〉 全市民対象      1回実施　　約４００名参加
〈人権問題講演会〉　　　　　 　  　　　 全市民対象　　　  １回実施　　約４５０名参加
〈市内企業職員人権研修会〉　　　　 市内企業対象      １回実施　　　　１９名参加
〈児童・生徒人権作品集全戸配布〉 市内全戸配布 １回  市内小・中学校児童生徒
〈人権啓発ビデオ・DVDの貸出〉　　　　　 随時貸出

事 業 概 要
国･県の「人権教育･啓発に関する基本計画」と連携を図りながら、「阿波市人権教育
啓発に関する基本計画」に基づいて推進する

阿 波 市 第 １ 次 教 育 振 興 計 画 に お け る ５ 年 間 の 実 施 目 標

Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７

実施 実施 実施 実施 実施

事 業 の 評 価

必要性（市民のニーズに変化があるか。事業を行う必要性があるか。）

□ かなり減少

□ できていない

□ できていない

□ できていない

総 合 評 価 Ｂ 優れた取り組みがいくつかあり、成果が上がっている

事業の方向性
教 育 委 員 会
評 価

今後も市民参加の事業開催に努
めてください。

平 成 ２ ６ 年 度 の 結 果 及 び 今 後 の 実 施 目 標

Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７

実施 実施 実施 実施 実施



評価シート　平成２６年度間

■ 増加 □ 横ばい □ 減少

有効性（施策や運営方針等目的の実現に寄与しているか。）

■ 十分寄与する □ 概ね寄与する　　 □ あまり寄与していない

経済・効率性（事務効率化・コスト縮減しているか。）

□ 十分できている ■ できている □ あまり寄与していない

目標達成度（計画どおりに目標を達成できたか。）

□ 十分できている ■ できている □ あまり寄与していない

□　さらに重点化する

■　現状のまま継続する

□　見直しのうえ継続する

□　事業の縮小を検討する

□　休止・廃止を検討する

推 進 施 策 ７－３　学力向上支援事業の推進 No. 124

事 業 名 ぱあわーあっぷ事業 担　当　課 社会教育課

平成２６年度に
おける具体的な
事業実施内容
※取り組み、実
績、成果について、
数値や金額等を用
いて具体的に記入
すること。

　 一条小学校児童（６名）・柿原小学校児童（２名）・吉野中学校生徒（５名）・八幡小学
校児童（３３名）を対象に教科学習を中心に実施した。
　 また，子ども会活動として，３会場合同で阿波市人権ふれあいフェスティバル等の
行事に参加し、会場を離れて他の会場の友達や家族及び地域のひとたちとの絆を深
めた。
　 また、月１回は保護者会を開催し人権研修を行ったり、「ぱあわーあっぷ便り」を作
成し保護者や学校，地域の方々に配布した。
　 指導員も熱意をもって指導にあたり、児童・生徒との信頼関係が築いている。

事 業 概 要 人権尊重の精神を育成し、基礎学力の定着や向上を図る

阿 波 市 第 １ 次 教 育 振 興 計 画 に お け る ５ 年 間 の 実 施 目 標

Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７

実施 実施 実施 実施 実施

事 業 の 評 価

　

□ かなり減少

□ できていない

□ できていない

□ できていない

総 合 評 価 Ａ 優れた取り組みが多く、十分成果が上がっている

事業の方向性
教 育 委 員 会
評 価

今後も学力向上支援（心の教育）
に努めてください。

平 成 ２ ６ 年 度 の 結 果 及 び 今 後 の 実 施 目 標

Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７

実施 実施 実施 実施 実施


